
災害医療におけるPOCTの高温対策
― 夏季避難所・救護所での測定精度確保に向けて ―

1 災害現場での課題 2 文献エビデンス 3 現場でできる簡易対策

高温環境はPOCT測定精度へ影響する可能性

夏季の避難所・救護所では
40℃以上となることがある

多くのPOCTは15〜30℃程度での
使用を前提としている

高温・高湿度では
測定誤差のリスクが高まる

血糖POCTで示された影響は

Reference: Lam Q, et al. J Diabetes Sci Technol. 2014;8(1):83–88.

CONDITION

42℃ ／ 83%RH
15〜60分曝露

EXPOSURE

血糖測定メーター・試験紙を
短時間曝露した実験

▍ RESULT ／ 測定バイアス

メーター 最大 +17.7%

試験紙 最大 +12.2%

合算バイアス
(COMBINED) 最大+30.1%

▍ MECHANISM ／ 誤差発生メカニズム

※ 補足：
免疫クロマト法POCTは保存耐性が比較的高いが、高温下では抗原抗体反応
速度や判定ライン強度が変化し、カットオフ付近で判定に影響しうる。

発泡スチロール保冷ボッ
クスによる簡易温度管理

災害時のPOCTでは、「測ること」だけでなく「適切な環境で測ること」が測定精度確保の鍵となる。
→ 発泡スチロール保冷ボックス等の簡易手段でも、測定環境を適正温度へ維持することが実践的な精度確保策となる。

RE F ERE N C ES

POCT全般の環境管理に通じる

◆ 代替案 保冷資材が不足する場合の現実的な選択

② 空調を稼働させた車両内で一時保管・管理

✓ 保冷資材が不足するときの代替

✓ 直射日光・高温車内から機器・試薬を守る

✓ 車内温度を確認し安定環境下で管理

✓ 可能なら反応時間中のみ車内で測定

▍ 現場運用注意点（POCT全般に共通）
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✓ 直射日光を避ける

窓際・日向を避け、日陰または遮光下で使用

✓ 車内に放置しない

夏季車内は60℃超に達し、機器・試薬が劣化

✓
試薬は使用直前まで適切に保管
開封後の放置を避け、密閉容器で保管

✓
発泡スチロール保冷ボックスを活用
可能な限りメーカー推奨使用温度へ近づける

✓
臨床症状と合わなければ環境確認・再測定
温度環境を確認し、必要に応じて再測定を判断
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